
大
阪
府
宮
陵
会

（支
部
）

再
建
総
会
か
ら
の
３。
年

担
わ
れ
た
多
く
の
諸
先
輩
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

再
建
以
後
、
現
在
に
至
る
諸
活
動
の
概
要
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・再
建
さ
れ
た
支
部
は
、
組
織
も
定
着
し
円
滑
に
運
営
が

出
来
る
情
況
が
見
え
た
の
を
期
に
佐
々
木
真
一先
輩
（
１６

貿
）
が
支
部
長
に
な
ら
れ
先
ず
は
会
員
相
互
の
交
流
の
場

が
必
要
と
月
１
回
飲
食
を
共
に
す
る
懇
親
の
場
を
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
「官
陵
会
関
西
倶
楽
部
」
と
し

て
毎
月
第
４
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
定
例
会
で
す
。
又
、

毎
年
忘
年
会
、新
年
会
を
交
互
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

。次
に
懇
話
会
の
開
催
で
す
。
こ
れ
は
各
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
会
員
の
方
を
講
師
と
し
て
招
き
貴
重
な
お
話
し
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
開
催
は
隔
年
で
現
在
ま
で
１３
回

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

・会
員
の
趣
味
を
生
か
し
た
同
好
会
と
し
て
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

の
開
催
で
す
。
現
在
会
長
杯

（支
部
長
杯
）
Ｇ
。
Ｃ
と
し
て

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
２

～
３
回
の
開
催
で
す
。
通
算

５０
回
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

又
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
同
様
、
現

在
「広
く
旅
す
る
会
」
と
し
て

旅
行
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。
同

会
は
海
外
旅
行
を
毎
年
１

回
実
施
し
台
湾
、
韓
国
、
中

国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
他

・３
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

国
内
旅
行
に
変
更
し
た
年

も
ご
ざ
い
ま
す
。

・佐
々
木
支
部
長
の
後
を
受

け
た
川
口
静
夫
支
部
長
（
３０

経
）
に
あ
っ
て
は
支
部
活
動

再
開
１０
周
年
に
当
た
り
、
記

念
総
会
を
開
催
し
、
併
せ
て

会
員
名
簿
の
発
刊
を
行
い
ま

し
た
。

・
平
成
１０
年
根
来
道
徳
氏

（法
３７
）
が
支
部
長
（現
会
長
）

と
な
り
、
先
ず
組
織
の
活
性

化
と
会
員
の
活
動
参
加
促

進
策
の
一環
と
し
て
、
大
阪
府

の
南
北
に
地
区
会

（
泉
州

会
・
北
摂
会
）
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
現
在
、
隔
年
で
各
々

独
自
の
企
画
に
依
る
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
大
阪

の
中
央
部
を
如
何
に
す
べ
き

か
に
あ
り
ま
す
。
何
分
に
も

昼
間
人
口
の
街
で
あ
り
併
せ

て
転
入
、
転
出
の
頻
度
が
高

く
、
潜
在
会
員
も
多
く
居
る

と
思
わ
れ
る
工
施
設
で
す
。

顕
在
化
さ
せ
る
方
策
を
要

検
討
中
で
す
。

・母
校
が
箱
根
駅
伝
に
出
場

す
る
年
は
、
現
地
ま
で
応
援

に
行
く
こ
と
が
叶
え
ま
せ
ん

の
で
１
日
目
（往
路
）
に
会
員

が
飲
食
店
（貸
切
り
）
に
集

ま
り
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル

ま
で
応
援
の
集
い
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

・近
年
、
新
し
い
活
動
と
し
て

大
阪
府
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
お
い
て
母
校
が
出
場
す
る

大
会
に
は
必
ず
役
員
を
動

員
し
併
せ
て
一般
会
員
に
も

呼
び
掛
け
て
会
場
へ
激
励
と

応
援
に
出
向

い
て
お
り
ま

す
。

（
競

泳
、
大
学
女

子
サ
ッ

カ
ー
、
シ
ヨ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
等
）

。
近
畿
圏
の
各
官
陵
会
（
支

部
）
の
連
携
を
深
め
併
せ
て

情
報
交
換
の
場
と
し
て
近
畿

プ
ロ
ッ
ク
会
議
を
各
府
県
持

ち
回
り
で
幹
事
を
務
め
毎

年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
終
わ
り
に
ｖ

。現
在
大
阪
府
の
会
員
は
約

５
６
０
名
で
す
。
最
盛
期
の

８
０
０
余
名
か
ら
す
れ
ば

大
き
な
減
少
で
す
パ
昭
和

卒
７８
％
ヽ
平
成
卒
２２
％
）

・総
会
案
内
の
出
欠
返
信
は

約
１６
～
７
％

。年
会
費
（２
，０
０
０
円
）
の

納
入
実
績
は
１２
～
３
％

課
題
は
山
積
で
す
。
概
ね
内

容
は
各
地
域
組
織
共
通
の

問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
即
効
性
の
あ
る
打
開
策

な
ど
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
同
窓
仲
間
の
連
携

と
親
睦
、
母
校
の
大
い
な
る

発
展
を
活
動
の
糧
と
し
て
今

後
と
も
努
力
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。

（
は
じ
め
に
）
本
会
の
前
身
で
あ
る
（旧
）
大
阪
支
部
発
足

以
来
約
３０
年
に
亘
り
支
部
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
諌

山
正
三
先
輩
（
１０
貿
）
が
、
昭
和
５０
年
代
半
ば
に
体
調
を
崩

さ
れ
て
以
来
支
部
活
動
は
休
眠
状
態
と
な
り
、事
態
を
憂

慮
し
て
同
窓
会
本
部
よ
り
常
務
理
事
武
笠
健
次
氏
が
来

阪
し
、
勝
谷
芳
良
先
輩
（１３
商
）
に
支
部
の
再
建
の
要
請
さ

れ
た
次
第
で
す
。
依
っ
て
要
請
を
受
け
た
勝
谷
先
輩
を
軸

に
７
名
の
発
起
人
が
中
心
と
な
り
大
学
及
び
同
窓
会
本

部
の
指
導
と
協
力
、
そ
し
て
近
隣
府
県
の
卒
業
生
に
よ
る

積
極
的
な
参
加
も
相
ま
っ
て
昭
和
５８
年
９
月
３
日
、
近
隣

各
支
部
よ
り
多
数
の
賛
助
出
席
者
も
含
め
約
１
３
０
名

の
同
窓
生
で
再
建
総
会
を
開
催
し
、
支
部
長
に
勝
谷
芳
良

氏
を
選
出
の
上
、
新
体
制
で
支
部
活
動
を
再
ス
タ
ー
ト
さ

れ
ま
し
た
。

諌
山
正
三
先
輩
は
固
よ
り
低
迷
期
で
の
支
部
活
動
を
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